
あ
な
た
を「
が
ん
」か
ら
守
る
の
は
あ
な
た
自
身
で
す

【
問
合
わ
せ
】 

保
健
セ
ン
タ
ー　


８
４
│

０
６
４
６

国
民
の
２
人
に
１
人
が
が
ん
に
か
か
り
、
亡
く
な
る
方
の
３
人
に
１
人
は
、
が
ん
が
原
因
で
す
。

最
近
で
は
、
が
ん
は
生
活
習
慣
・
生
活
環
境
の
見
直
し
に
よ
り
予
防
で
き
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
早
期

発
見
・
早
期
治
療
を
徹
底
す
れ
ば
、
約
半
数
は
完
全
に
治
る
時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
。

定
期
的
な
検
診
と
と
も
に
、
い
ま
一
度
、
自
身
の
生
活
習
慣
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

最
も
死
亡
者
数
の
多
い
が
ん
で
全
国
で

年
間
約
７
万
人
も
の
方
が
亡
く
な
っ
て
い

ま
す
。
喫
煙
と
の
関
係
が
深
い
こ
と
が
科

学
的
に
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
非
喫
煙

者
に
も
発
生
し
ま
す
。
１
９
８
８
年
以

来
、
死
亡
率
が
ト
ッ
プ
の
が
ん
で
す
。

全
国
で
年
間
約
５
万
人
の
方
が
亡
く
な

っ
て
い
ま
す
。
死
因
は
肺
が
ん
に
次
ぐ
第

2
位
の
が
ん
で
す
。
食
生
活
の
欧
米
化
に

と
も
な
っ
て
、
患
者
数
は
増
え
続
け
て
い

ま
す
。
飲
酒
と
の
関
係
も
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。

日
本
人
に
多
い
が
ん
で
す
。
死
因
は
大

腸
が
ん
に
次
い
で
第
3
位
で
す
が
、
全
国

で
年
間
約
５
万
人
の
方
が
亡
く
な
っ
て
い

ま
す
。
最
近
で
は
、
ピ
ロ
リ
菌
が
重
要
な

原
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

全
国
で
年
間
約
１
万
人
の
方
が
亡
く
な

っ
て
い
ま
す
。
壮
年
期
の
女
性
に
多
く
、

35
歳
以
上
の
方
の
死
亡
率
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
早
期
発
見
が
重
要
で
、
早
期
に
見

つ
か
れ
ば
比
較
的
治
り
や
す
い
が
ん
で

す
。
こ
の
40
年
間
で
死
亡
者
数
は
５
倍
に

も
増
え
て
い
ま
す
。

が
ん
の
で
き
る
部
位
に
よ
っ
て
子
宮
頸

が
ん
と
子
宮
体
が
ん
に
分
か
れ
ま
す
。
子

宮
頸
が
ん
は
若
い
世
代
に
増
加
し
て
お

り
、
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
ィ
ル
ス
と
い
う

ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
に
関
係
が
深
い
が
ん
で

す
。
子
宮
頸
が
ん
は
早
期
に
発
見
す
れ

ば
、
治
り
や
す
い
が
ん
で
す
。

１０
月
は
「
が
ん
予
防
推
進
月
間
」

肺
が
ん

胃
が
ん

大
腸
が
ん

子
宮
が
ん

乳
が
ん

感
染
予
防

第９条

第10条

第11条

第12条

ウイルスや細菌の感染予防と治療

検
診

定期的ながん検診を

目標

目標

目標

目標

感染予防や早期治療で、発生を防ぐことのできるがんもありま
す。
【肝炎ウイルス】B型・C型肝炎ウイルスに感染した人は、肝がん
になりやすいと言われてます。保健所や医療機関で、一度は
肝炎ウイルスの検査を受けることをお勧めします。検査結果
に応じて、かかりつけ医に受診しましょう。

【ピロリ菌】胃がん発生の重要な原因の一つと考えられていま
す。日本人中高年は、感染率が非常に高いことが分かっていま
す。かかりつけ医にピロリ菌検査などを相談してみましょう。

半田市がん検診（平成２8年2月まで）を受け付けています。詳し
くは6～9ページをご覧ください。

受
診

体の異常に気がついたら、すぐに受診を
やせる、下血がある、咳が続く、食欲がないなどの症状に気づい
たら、かかりつけ医などに受診しましょう。

情
報

正しいがん情報でがんを知ることから
科学的根拠に基づくがん情報を得て、あなたに合ったがんの予
防法を身につけましょう。

防ぐための１２カ条」
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